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１．研究計画の概要 
本研究は、太陽や天体でみられる活動現象、
すなわち高温プラズマと磁場との相互作用
が本質的物理であるような現象について理
論的・観測的に理解することを全体的な目
的とする。より具体的には、太陽などの高
温プラズマ加熱機構として提案されている
小フレア群による加熱と、磁気波動拡散に
よる加熱とを、それぞれ観測的・理論的に
定量化し、コロナ加熱にどれだけ貢献する
のか明らかにする。また太陽フレアなどの
爆発現象の、エネルギー蓄積から解放へと
遷移するときの条件（トリガ条件）の解明
に観測・理論両面から挑む。 
 
２．研究の進捗状況 
これまで、以下のような課題に取り組んだ。
(1) 乱流磁気リコネクション： 太陽フレア・
エネルギー解放の素過程である磁気リコネ
クションに対する磁気流体有限振幅擾乱の
影響を 3次元数値シミュレーションで調べた。
(2) 太陽フレア高エネルギー粒子加速の観測
的研究：RHESSI衛星やようこう衛星の硬 X
線非熱放射や、野辺山電波ヘリオグラフのマ
イクロ波非熱放射の観測データを駆使して、
フレア粒子加速の物理機構にせまった。 (3) 
「ひので」衛星データを用いた、太陽コロナ
中の磁気波動の観測的研究：コロナ加熱を説
明する過程としてコロナ Alfven 波を熱拡散
する可能性が議論されている。「ひので」衛
星においても、これは最重要課題のひとつと
位置付けられる。この研究では、「ひので」
衛星搭載の紫外線撮像スペクトル計（EIS）
を用いて、Dopplerシフトの空間・時間分布
を調べ、コロナ中の磁気波動を捕えてそのエ

ネルギーを求めた。(4) 太陽表面にみられる
磁場観測について、対流崩壊とよばれる不安
定による磁極形成の現場をとらえることに
「ひので」高分解観測で成功したこと。また
キャンセレーションとよばれる見かけ上磁
極が対消滅する現象がじっさいは磁束沈下
現象であるという成果を得た。 
 
 
３．現在までの達成度 
おおむね順調に進展している。計画段階では
危惧されていた「ひので」衛星の打ち上げも
無事成功し、多数の重要な成果を上げている。
相対論的天体プラズマの研究については遅
れているが、いっぽうで太陽ダイナモという
拡張した課題に取り組み始めた。これは本課
題の目的からはずれるものではなく、活動現
象の源である磁場の増幅機構にまで迫る重
要な課題である。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
これまで通り引き続き推進する。特に推進方
策について変更する必要はおそらくない。 
 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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